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＜連絡事項＞
・特記なし。

＜入室状況＞
【入院】
・佐藤　タキ子様～東病棟合併症室へ医療保護入院となる。

【転出】
・中居　敬悦様～東病棟 Bユニット2号室→北病棟 307号室

＜患者様連絡事項＞
・木村　礼子様～主治医指示にて本日より抗生剤点滴中止となる。

・滝沢　幸輝様～主治医診察後、指示にて本日夕よりロドピンのみ中止とし、ホリゾン10mg筋注
実施し経過観察となる。

・田中　啓司様～主治医より本日より抗生剤点滴のみ中止とし、採血・痰培養検査結果をみて点滴内容を再検討していくこととなる。

・佐々木　廣様～主治医指示にて、本日昼より重湯等の軽食から食事開始とし、3/11まで点滴継続し食事摂取状況をみて点滴中止を検討するとのこと。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。開放中他室侵入繰り返し落ち着かない様子あり。早めに終了している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。訪室時眼光鋭さあるも不穏さはなくスタッフに礼節保たれ、トラブルなく経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

[bookmark: _GoBack]・滝澤　幸輝様～終日隔離中。毛布に包まり休まれている。けいれん発作等なし。バイタル、レベル異常なく経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。
・長根　瞳様～身体拘束中。対面時ニヤツキあるも不穏・自傷行為なく経過。拘束部位に循環障害・皮膚トラブル無し。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜皮膚科患者様診察情報＞
〈皮膚科診察情報〉
・滝沢　幸輝様～骨部肛門周囲に発赤、軽度表皮剥離、左下腿内側に発赤あり。テラマイシン+ガーゼ
　　　　　　　　　　　　　の指示あり。

・大久保　寧子様～左背部（椎骨左側）に1.3×4㎝の潰瘍痰黄白色の壊死組織存在。
周辺発赤あり。ブロメライン軟膏+ガーゼの指示あり。

その他患者様指示変更なし。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和8年3月3日　:
　氏　　名：佐藤 タキ子（さとう　たきこ）様
　生年月日：昭和12年11月3日(88）
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　合 併 症：高血圧症、貧血、逆流性食道炎、慢性腰痛症
　性　　別：女性
　主 治 医：小栁Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟合併症室　

　＜経過＞
　現在特養ショートスティ「ラメール白山台」入所中。以前は独居であったが
  令和7年1月特養「瑞光園」ショート利用開始し同年7月より現施設へ移る。
  以前より、バス亭でずっと立ち尽くしている等の行動があり、地域住民からは
 「変わっている」とい言われており、ケアマネが自宅訪問した際も「水道から
  砂が出る」といった話や、食事や洗濯にも砂が混じるといった話をすることも
  あった。単身生活時は周囲の住民が火の元など見守りをし、包括支援センター
  もH27年頃から介入。現施設入所時より理解力低く、通帳を施設へ預けたこと
  について何度も「預かってる？」と確認することや気に入らないことがあると
  杖を床へ打ち付け、興奮して話を聞かない事が多かった。提携医療機関である
  内科種市病院より専門医療機関受診勧められR7.11.11に当院初診。薬剤調整が
  なされ経過観察していた。R6.1月頃より覚醒不良さがあり、リスペリドン中止
  し改善したが、同年2月26日定期受診時、日中の覚醒不良と食事摂取困難あり、
  過鎮静となり食事も拒否がある状態。覚醒時は大声で叫ぶため、他利用者にも
　悪影響がある。令和8年3月3日当院受診にて入院必要と判断され、同日東病棟
　へ医療保護入院となる。
